
 

 

 

 

 

 

「河瀬アグリネット」が連携組織の法人化に向けた研修会を開催 

 

集落営農法人連携組織「河瀬アグリネット」（ファーム犬方、つづらファーム、河瀬西部

営農組合、ＫＧファーム）が、連携組織の法人化に向けた研修会として 12 月 9 日に兵庫県

神戸市の農事組合法人神出アグリを訪問しました。 

 

農事組合法人神出アグリ（以下、神出アグリ）は、令和３年３月に神戸市西区神出町の

５集落の営農組合（1 集落のみ法人組織）で設立された構成員 179 名、耕作面積 65haの組

織です。 

合併に当たっては、旧営農組合の独自性を最大限に生かし、無理のない合併をするため

「本支店方式」（2 階建方式）を採用しています。本店（神出アグリ）の事務機能は JA が

担い、支店間の調整や各種補助金申請業務等を担当し、支店（旧営農組合）は各営農組合

の業務を継続し経営の決定権は各支店が担っています。 

合併後は、これまでの水稲主体の経営から、大豆、小豆など収益の高い品目に共同で取

り組み、機械の共同利用や人・技術の共有を図り収益性の向上に繋げています。 

また、兵庫県事業を活用し作成した「地域就農定着・応援プラン」に基づき、ビニール

ハウス 6棟（6m×25m）を設置し研修生（１名）を受け入れ、園芸農家としての育成と将来

的には営農組合の中心となるよう地域農業の担い手としての育成にも取り組んでいます。  

 「河瀬アグリネット」は、連携組織の法人化を目指していますが、「神出アグリ」の各営

農組合の独自性を生かした本支店方式による体制や機械、人材・技術の共有、新たな人材

育成に向けた取組などは今後の連携組織のあり方に大いに参考となりました。 

当課では、引き続きＪＡと連携し「河瀬アグリネット」の法人化に向けた取組を支援し

ていきます。 
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